
 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

高岡のおいしい 
秋の地場産物 

令和５年 11月 

野村小学校 

～毎月 19日は、食育の日～ 

秋も深まり、朝晩めっきり冷え込むようになりました。バランスの 

とれた食事をしっかりと食べて、体の抵抗力をつけましょう。 

今月の給食には、地元で育ったおいしい食べ物が、たくさん登場し

ます。「学校給食たかおかの日」、「学校給食とやまの日」、「高岡食育

丼の日」、「呉西（ゴーセイ）な日！」等で、地場産野菜を使った栄養

いっぱいの給食を提供します。 

地産地消とは、地域で生産されたものを地 

域で消費することです。 

 富山県では、秋に地場産物がたくさん収穫 

されることから、「富山県食育推進月間」と 

しておいしい地場産をたくさん使用します。 

 柔らかくて、みずみ

ずしいことが自慢で

す。 

 

だいこん   さといも   ほうれんそう しいたけ 

国吉地区で作られ

ています。肉厚で食べ

応えがあります。 

高岡市は、県内で一

番多くほうれんそう

を作っています。 

高岡のさといもは、

粘りと柔らかさが自

慢です。 

  

２４日（金）は、「呉西（ゴーセイ）な日！！の給食」 

 呉西（ゴーセイ）な日の給食は、毎年

11月に実施していますが、今年で６年

目になります。 

 高岡市、氷見市、射水市、小矢部市、

砺波市、南砺市の６市が連携し、給食

の食材を準備しています。子供たちが

各地の地場産物について学び、味わう

機会になっています。 

 お楽しみに！ 

（第１子のみ配付） 


